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「日本人を裏切るな！」
92歳マハティール首相と日本の縁

日本軍人は律儀だった
6月12日、92歳のマレーシア首相である
マハティール・モハマド氏と安倍首相との
会談が実現した。マレーシアの前政権は
親中的と見られていたが、無類の親日家
として知られるマハティール首相が再登
板したことで、その路線が変わることを期
待するのは安倍首相だけではないだろう。

マハティール氏が前回の首相就任時に「ルックイースト（日本
を見習え）政策」を掲げたことはよく知られている。これは簡単
にいえば日本を手本にして経済成長をしよう、という政策だが、
マハティール首相は決して、日本が高度成長したから「見習
おう」と言ったわけではない。その「親日感情」は戦時中にも
培われていたようだ。

マハティール氏の著書『立ち上がれ日本人』には、訳者であ
る加藤暁子氏による長い解説が収録されている。そこでは、
マハティール氏と日本にまつわる「いい話」がいくつも紹介さ
れている。同書より抜粋、引用してみよう。

1945年、マレーシアは日本の占領から解放される。祖国が
解放されたこと自体は喜ばしいことで、青年だったマハティー
ル氏（当時20歳）もその喜びを味わう。

しかし当時、英語学校の学校新聞の編集者をつとめていた
マハティール氏は、紙面で日本占領中の苦しみを語るととも
に、すでに日本の復興を願う文章も寄せていた。

「日本が原爆の悲劇を乗り越え、平和と発展に貢献してほし
い」と論説で訴えていたのである。

これは占領中の経験が影響しているようだ。

占領中、マハティール氏は学費を稼ぐために屋台でコー
ヒーやピーナッツを売っていた。その頃のことをこう振り返って
いる。

「英国人はカネも払わず勝手に商品を奪うことも多々あったが、
日本の軍人は端数まできちんと支払ってくれた。町でみかけ
る軍人は折り目正しく、勇敢で愛国的だった」

部下を一喝した理由
それから約30年、マハティール氏は「マレーシア食品工業公
社会長」というポストについていた。当時の首相から与えられ
たポストで、名前は立派だが、実際は品質の悪いパイナップ
ル缶詰工場の責任者だった。

この時、親しくなったのが三井物産クアラルンプール出張所
に赴任していた鈴木一正氏だ。鈴木氏は自社のルートを通じ
て、米国のパイナップルの缶詰の作り方をマハティールに無
償で教える。その結果、マレーシアの公社が製造するパイ
ナップルの缶詰は輸出に耐えられる品質に変わった。

そこで彼らは米国市場を目指し、実際に米食品医薬品局
（FDA）の検査基準もクリアする。
こうなると、その輸出権を奪おうとする会社が三井物産以外
にも現れるのは当然だろう。多額のフランチャイズ・マネーを
提示されて、公社の職員にはそちらに傾きそうになった者も
いたという。それを一喝したのがマハティール氏だった。

「ここまでの商品にできたのは、誰のおかげだと思っているの
か！」世話になった人を裏切ることが、マハティール氏には許
せなかったのだ。

鈴木氏はその後もマレーシアとの親交を深め、退職後も現
地に居を構え、マレーシア日本人商工会議所会頭を務めた。
マハティール氏にとって一番親しい日本人で、その日本びい
きは鈴木氏によるところが大きい、と加藤氏は解説している。

律義さ、真面目さ、恩を忘れない精神……マハティール氏
は日本人の美徳をそうしたところに見ているようだ。そのうえ
で、バブル期以降低迷してきた日本人に対して、誇りをもって、
立ち上がってほしい、というメッセージを常に送っている。

その期待を裏切ってはならないだろう。
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